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社会福祉法人 新井頸南福祉会 URL:http://www.araikeinanfukushikai.or.jp

特別養護老人ホーム みなかみの里

新潟県妙高市大字上新保549番地
TEL:0255-73-7733           FAX:0255-72-9785       

みなかみの里ディ・サービスセンター

新潟県妙高市大字上新保549番地
TEL:0255-70-6688           FAX:0255-72-7308       

みなかみの里在宅介護支援センター

新潟県妙高市大字上新保554番地-1                                     
TEL:0255-72-7321           FAX:0255-72-7308       

ケアハートみなかみ（ショートステイ）

新潟県妙高市大字上新保554番地-1                               
TEL:0255-72-7756           FAX:0255-72-7854       
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職
員
ひ
と
こ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

お

知

ら

せ

み
な
か
み
の
里
で
働
く
職
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
、
仕
事
の
こ
と
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ど
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
第
2
回
目
は
み
な
か

み
の
里
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
太
田
綾
子
介
護

支
援
専
門
員
で
す
。

Q

福
祉
の
道
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

A

小
学
生
の
頃
に
ヘ
ル
パ
ー
を
し
て
い
た
叔
母

が
生
き
生
き
と
働
い
て
い
る
姿
を
見
て
、
「
私
も

こ
ん
な
風
に
仕
事
が
で
き
た
ら
い
い
な
」
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

Q

介
護
支
援
専
門
員
の
や
り
が
い
は
？

A

ご
本
人
・
ご
家
族
の
意
向
に
沿
っ
た
支
援
が

で
き
、
満
足
そ
う
な
表
情
を
見
た
時
に
や
っ
て
て

よ
か
っ
た
と
思
え
ま
し
た
。

Q

休
日
は
何
を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
か
?

A

孫
や
飼
っ
て
い
る
猫
と
過
ご
す
こ
と
が
多
い

で
す
。
自
宅
で
ス
ト
レ
ッ
チ
も
や
っ
て
ま
す
。
楽

し
み
は
お
風
呂
に
入
り
な
が
ら
携
帯
ゲ
ー
ム
を
す

る
こ
と
。
こ
れ
が
私
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
法
で
す
。

Q

好
き
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

A

大
好
き
な
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
に
行
く
こ
と
。

皆
さ
ん

お
い
し
い
ラ
ー
メ
ン
店
が
あ
っ
た
ら
教

え
て
く
だ
さ
い
。

心温かな介護を通じ、生きる喜びと感動あふれる地域づくりを目指します！

1．人と地域を愛します ２．確かな介護を提供します ３．開かれた施設を目指します
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寄
付
金
品

（
令
和
二
年
四
月
～
令
和
二
年
六
月
）

連
合
上
越
頸
南
支
部

様
（
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
）

株
式
会
社
ダ
イ
セ
ル

様
（
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
）

宮
下

義
隆
様
（
紙
オ
ム
ツ
）

清
水

博

様
（
紙
オ
ム
ツ
）

匿

名

様
（
金
円
）

匿

名

様
（
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
）

匿

名

様
（
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
）

匿

名

様
（
紙
オ
ム
ツ
）

※

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
令
和
二
年
四
月
～
令
和
二
年
六
月
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
感
染
予
防
の
観

点
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
受
け
入
れ
は
中
止
し

ま
し
た
。

※

今
後
、
受
け
入
れ
再
開
時
に
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

苦
情
報
告

（
令
和
二
年
四
月
～
令
和
二
年
六
月
）

苦
情
受
付
０
件

今
後
も
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

各
サ
ー
ビ
ス
に
苦
情
受
付
担
当
者
が
お

り
ま
す
。
遠
慮
な
く
ご
意
見
を
お
寄
せ
下

さ
い
。

熱
中
症
予
防
行
動

～
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
夏
に

な
り
そ
う
で
す
～

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

予
防
の
た
め
、
み
な
か
み
祭
や
納
涼
会
、
収

穫
祭
、
ケ
ア
ハ
ー
ト
み
な
か
み
介
護
者
教
室

の
開
催
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
楽
し
く
集
え

る
日
が
来
る
こ
と
を
、
職
員
一
同
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
。

基本理念

愛猫のラムちゃん

元気の秘訣はおいしく

食べること！

熱
中
症
は
7
月
か
ら
8
月
に
多
く
発
生
し
ま

す
。
梅
雨
が
明
け
て
蒸
し
暑
く
な
る
7
月
に
は

体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
熱
中
症
患

者
が
急
増
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
が
求
め
ら
れ
、
い

つ
も
以
上
に
過
ご
し
方
に
工
夫
が
必
要
で
す
。

長
時
間
の
マ
ス
ク
着
用
に
よ
り
、
熱
中
症
の
リ

ス
ク
が
さ
ら
に
高
く
な
り
ま
す
。
マ
ス
ク
を
し

て
呼
吸
す
る
こ
と
で
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

い
体
温
が
高
く
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
人
と
の
距
離
が
保
て
る
場
合
に
は
適
宜
マ

ス
ク
を
外
し
て
深
呼
吸
す
る
と
良
い
そ
う
で
す
。

高
齢
者
は
暑
さ
を
感
じ
に
く
い
上
に
体
温
調

節
機
能
が
低
下
し
、
暑
さ
に
対
す
る
抵
抗
力
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
の
健
康
観
察
は

も
ち
ろ
ん
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
し
た
り
、
適

切
に
エ
ア
コ
ン
を
使
い
ま
し
ょ
う
。



２

①各種関係機関、地域との交流

妙高アート展に作品を出展するとともに、活動内容の掲示やパン

フレットを配布しました。また、10月に介護者教室を開催し、地

域に向けた情報発信を行いました。

②認知症ケアに関する専門的知識を深め、根拠に基づいたケアの提供

毎月1回、認知症対応型の担当職員が集まり、個々の状態にあっ

たケアの検討を行い、ご家族・ケアマネジャーとの連携に活用しま

した。

③生活環境における動作の向上を目的とした訓練計画の作成、実施

個別機能訓練開始時は、機能訓練指導員が自宅を訪問し、生活動

作を確認したうえで訓練計画を作成・実施しました。

④快適・安全な利用環境の整備、安全な送迎サービスの実施

設備機器及び備品について定期的にチェックを行い、利用環境の

整備を図りました。また、安全な送迎を実施するための研修会を実

施しました。

３

諏訪町まちかどスポーツサロ

ン・・・まちかどカフェでのひとコマ。

中郷小学校6年生向けの「福祉

教育授業」の講師として、介護

保険制度などについて説明しま

した。

ショートステイ

居宅介護支援

令 和 元 年 度

み な か み の 里

事 業 報 告

（
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
）

（
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
）

①地域包括ケアの担い手として

ご利用者が住み慣れた場所で自分らしく暮らせるように関係機

関や地域の方々と連携を図りながら支援しました。地域包括ケア

におけるケアマネジャーの役割を地域の皆様にわかりやすくお伝

えできるよう、妙高市諏訪町のまちかどカフェで講師を務めたり、

地域のサロンや学校で積極的にＰＲしました。

②医療機関や介護サービス事業所とのネットワークの活用

どのような病状の方でも住み慣れた地域で暮らせるよう、医療

機関や介護サービス事業所等とのタイムリーな連携を心掛けなが

ら支援しました。「どこでどのように生活したいのか」など意向

をお聞きしながらご自分らしく生活できるお手伝いをしました。

③思い描いた生活を送れるように

ご利用者の皆様が介護保険サービスや地域の力を活用しながら

生き生きと生活できるように、「畑仕事がしたい」「孫と散歩に

いけるようになりたい」など希望をお聞きし、居宅サービス計画

を立案しました。

特別養護老人ホーム

ご利用者の笑顔が増えること

が、一番の目標です！これか

らもより快適で、より安心した

施設を目指します！

デイサービス

②重度化防止・看取りケアの質の向上

誤嚥性肺炎のリスクを減らすため「嚥下評価チーム」を編成

し、食事姿勢や飲み込み状況、口腔ケアについて多職種で検討

しました。その結果、以前と比べ誤嚥性肺炎になる方が大きく

減少しました。

③認知症への対応力を高め、質の高いケアの提供

外部講師の方からみなかみの里の認知症ケアに関する取り組

みをご指導いただきました。改善を重ね、今後とも質の高いケ

アを目指します。

④介護ロボットや介護機器の利活用による効率的なケアの提供

２台目となるHug（移乗介護ロボット）を導入しました。

また、福祉用具を活用した移乗研修等も積極的に行い、ご利用者

がより快適で安心した介助が受けられるよう体制を整えました。

①多くの皆様からご利用いただきました

みなかみの里ディ・サービスと連携しながら個別機能訓練を実施しました。また、認知症

ケアの研修を年２回開催する等、サービス向上に努めました。障がいをお持ちの方でも当施

設をご利用いただけることを知っていただくため、相談支援事業所へご利用方法等のご案内

をさせていただきました。稼働実績及び再利用率が前年度より向上しました。

②多くの皆様に気持ちよくご利用いただくために

５S活動（整理・整頓・清掃・清潔・習慣づけ）

を基本に、ご利用者の皆様が気持ちよく過ごしてい

ただけるように、生活空間の点検・整備等を行いま

した。

③サービス向上のためのＩＣＴ・介護ロボット導入に向けて

ＷＩ－ＦＩ環境の整備等について、先進的に取り

組んでいる他施設を見学したり、介護ロボット全国

フォーラム等へ参加しました。様々な情報を収集し、

現在の施設環境や業務環境を分析し、導入に向けて

計画を作成しました。

①人権尊重と利用者本位の介護サービスの提供

ご利用者及びご家族を対象にアンケート調査を行いました。

その中にあったご意見を基に、この度ご家族とのメールやテレ

ビ電話を使った連絡をさせていただくことになりました。

地域の皆様からご利用いただき、

職員一同感謝しております。今

後も、皆様に楽しく過ごしていた

だけるよう努めて参ります。ご利

用ありがとうございました。

～ あじさいドライブ～

多くの皆様からご利用していただき、たく

さんの笑顔に出会わせていただきました。

今後もサービス向上に努め、たくさんの笑

顔に出会えるように励んでまいります。


